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 （仮称）大山田安定型産業廃棄物最終処分場設置等事業に関する決議 

 

令和６年５月１日、伊賀環境サービス株式会社より、「（仮称）大山田安定型産

業廃棄物最終処分場設置等事業」（以下、「当該事業」という。）に関する申請が、

伊賀市に対しては伊賀市水道水源保護条例に基づき、また、三重県に対しては三

重県産業廃棄物の適正な処理の推進に関する条例に基づき、それぞれ提出された。 

これを受け伊賀市は、伊賀市水道水源保護条例に定める手続に則り、水道水源

保護審議会に諮問した。市は、同審議会からの答申を踏まえ、当該事業が市民の

生命及び健康の保護の観点から看過できない影響を及ぼす恐れがあるとし、令和

８年８月 26 日、条例に基づき当該事業を「規制対象事業場」として認定し、事

業者に通知したところであり、この認定により、事業者は当該事業の建設工事に

着手することができない状況となっている。 

同年８月 27 日に複数の住民自治協議会から提出された、要望者 6,927 名の署

名一覧表が添付された要望書においても、市民生活の根幹である水の安全に対す

る深い懸念が示されているところである。 

市が「規制対象事業場」と認定した判断の根拠には、議会も賛同するものであ

り、特に以下の点において、現行の事業計画には課題が残されていると認識して

いる。 

１．計画地周辺は市民の重要な水源地域であり、万一の事態が発生した場合に

水源へ及ぼす影響リスクへの懸念が、現計画では十分に払拭されているとは

言い難いこと。 

２．市民の生命と健康を守るための「安全な水の安定供給」という、市民全体

の利益、すなわち「公共の福祉」は、いかなる事業活動よりも優先されるべ

きであること。 

水は、市民の暮らしを支える基盤であり、次代へと引き継いでいくべき、かけ

がえのない財産である。市民の代表である議会は、市民の生命、健康、そして安

全な生活環境を守るという責務を負っている。 

以上の理由から、伊賀市議会は伊賀市が下した判断を強く支持するものである。 

 

以上、決議する。 



令和８年９月 30 日 

 

三重県伊賀市議会 


